
（別紙３）

～ 令和８年　３月　３１日

（対象者数） ２２件 （回答者数） １９件

～ 令和８年　３月　３１日

（対象者数） ６件 （回答者数） 6件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子供たちに活動の希望を聞き、それを活動に取り入れる事で
通所する楽しみを作っていきます。

2

継続して意見交換ができるよう時間を設けていきます。
また、意見交換だけでなく事例検討など支援内容の統一がで
きるように検討会などを実施していきます。

3

さらに充実したSNSでの情報発信ができるように、創意工
夫していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

参加しやすい日程や内容などを事前に調整し、今後検討し
ていきます。

2

日頃から放課後児童クラブや児童館等との関りを大切にし
関係を築いていきながら交流できるように検討していく。

3

毎日違う活動を提供しながら、日々楽しく通所する事ができて
いること。

毎日の活動を変え、飽きずに楽しく取り組めるように工夫して
います。

個別支援計画書作成、説明、支援、評価の体制 職員同士の意見交換を定期的に実施しているため、計画作成に
あたっての情報共有（支援内容や本児の特性、様子など）が職
員間で周知できています。

定期的に通信やHPなどにより保護者に対して情報発信するこ
と。

SNSなどにより、日頃の様子や支援内容、集団活動など発信し
ています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流できる機会が少ないこと。 親子活動（保護者参観）などを計画しているが、実施場所の都
合と保護者様のご都合が合わず、参加が難しいご家庭も多い事
が考えられます。

地域との連携する機会が少ないこと。 放課後児童クラブや児童館との交流する機会が少ないため、交
流できる場を検討していきたいと思います。

令和７年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　３月　１９日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　MORE津福校

○保護者評価実施期間 令和７年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表(放課後等デイサービス）公表


